
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日（日）に第１５回全国障害者スポーツ大会リハーサル大会が県内各地で行われました。本校から

は、陸上競技、バスケットボール、卓球、フライングディスクに参加しました。日頃の練習の成果を発揮し、

それぞれの競技において好成績を残すことができました。 

 

 

 

 

「ゆたかな心、たくましい力」をめざして  はまゆう支援学校たより ６月号 

         西牟婁郡上富田町岩田２１５０   ℡０７３９－４７－２１１５ 

 

マンスリータイムズ 

 

６月１６日（火）和歌山県警のひまわり隊の 

方に来ていただき交通安全教室を実施しました。 

交通安全のビデオを見たり、信号を守って横 

断歩道を渡る練習や自転車の乗り方について教 

えていただきました。きしゅう君も登場！！子どもたちの様子を見守って 

くれました。特に中学部や高等部では、自転車の安全な乗り方について丁 

寧に教えていただきました。 

ひまわり隊のみなさん、ありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の行事予定 

７月１日（月）高等部授業参観           

  ３日（金）校内授業研究会（中学部）    

１７日（金）１学期終業式 

     

 

 

高等部では、６月３日（水）、上富田消防署の方に来ていただいて、救急蘇生法について教えていただきま

した。応急手当として、心肺蘇生法と AED の使用手順について学びました。 

３つのグループに分かれ、一人ずつ丁寧に指導していただきました。 

緊張しながらも「１１９番通報をお願いします」「AED を持ってきてくだ 

さい」などと声を出して実践しました。生徒たちからは「人形を大切な 

人だと思って体験してみよう」「心臓マッサージは思った以上に体力がい 

るんだね」などの意気込みや感想が聞かれました。 

講習の最後には、消防署の方々からは次のような言葉をいただきました。 

目の前に倒れている人を救うためには、「自分ができることを行う」ことが 

大事であり、勇気をもって１１９番通報や心肺蘇生などを行ってほしい。 

怪我の処置をすることを「手当て」というが、患部に手を当てるだけでも 

その人のためになるということを教わりました。生徒たちは真剣に耳を傾 

け、勇気をもつことの大切さを学んだ時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１８日（木）、中学部においてキッズサポート教室を行いました。 

講師は、和歌山県警察本部 生活安全部少年課 少年サポートセンター 

紀南分室の職員さん３名。昨年に引き続き２回目の今回は、「身近な問 

題から物事の善悪を考えさせ、軽率な行動が相手やその家族を悲しませ 

てしまう場合があることを理解させる」ことをねらってとりくみました。 

 友だちの失敗をからかわない、暴言をはかない、暴力をしない、相手の気持ちを考えるといった場面を、

紙芝居を用いながら説明してくださいました。また、友だちとの関わりでは、「心のブレーキをかける」こ

とが大事であるとも話してくださいました。生徒たちは普段の自分たちの生活や友だちとの関わりを振り返

りながらしっかり話をきくことができました。授業のまとめで講師先生が「友だちに暴言をはかない、暴力

をしない、友だちにやさしくできますか」と生徒たちに質問。生徒たちは大きな声で「はい」と手を挙げ返

事をかえすことができました。頼もしい中学部の生徒たちでした。 

 

これから毎月、はまゆう支援

学校の取り組みや子どもた

ちの様子をお伝えしていき

ます。ご意見ご感想をお寄せ

ください。 

連絡先 0739-47-2115 


